
鎌
倉
・
覚
園
寺
の
祖
師
像
及
び
伽
藍
神
像
に
つ
い
て

塩

澤

寛

樹
・
内

川

瑞

穂

は
じ
め
に

　

覚
園
寺
は
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
に
鎌
倉
幕
府
第
二
代
執
権
と
さ
れ
る
北
条

義
時
が
創
建
し
た
大
倉
薬
師
堂
を
そ
の
前
身
と
し
、
永
仁
四
年
に
九
代
執
権
北
条

貞
時
が
四
宗
兼
学
寺
院
と
し
て
、
覚
園
寺
と
改
め
て
開
い
た
名
刹
で
、
幕
府
滅
亡

後
も
足
利
氏
の
帰
依
を
受
け
て
栄
え
た
。
そ
う
し
た
由
緒
を
示
す
べ
く
、
当
寺
に

は
中
世
期
の
仏
像
・
肖
像
を
多
く
伝
え
、
す
で
に
重
要
文
化
財
や
神
奈
川
県
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
作
例
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
中
で
、
祖
師
像
五
軀
は
中
世
の
制
作
と
さ
れ
な
が
ら
未
指
定
で
、
伽
藍
神

像
三
軀
は
像
内
納
入
の
銘
札
に
よ
り
応
永
二
五
年
（
一
四
一
八
）
に
法
眼
朝
祐
の

作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
鎌
倉
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
も
の
の
、
両
者
は
こ

れ
ま
で
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
（
1
）

。
執
筆
者
は
近
時
、
覚
園

寺
ご
当
局
の
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
、
諸
像
を
精
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
（
2
）

。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
諸
像
の
概
要
、
制
作
年
代
や
作
者
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
、

祖
師
像
の
う
ち
の
三
軀
と
伽
藍
神
像
と
の
関
係
や
当
初
の
安
置
状
況
に
つ
い
て
も

論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、「
は
じ
め
に
」、
第
三
章
、「
ま
と
め
」
を
塩
澤

が
、
第
一
章
を
内
川
が
執
筆
、
第
二
章
は
塩
澤
、
内
川
で
協
議
の
う
え
執
筆
し
、

全
体
を
塩
澤
が
調
整
し
た
。

第
一
章　

覚
園
寺
の
祖
師
像
及
び
伽
藍
神
像
の
概
要

　

現
在
、
覚
園
寺
の
薬
師
堂
に
は
開
山
心
慧
智
海
坐
像
と
伽
藍
神
像
三
軀
、
愛
染

堂
に
祖
師
像
四
軀
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
八
軀
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

簡
単
な
概
要
は
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
実
査
に
基
づ
き
、
こ
こ
で
よ
り
詳
し
く
八

軀
の
形
状
、
法
量
、
品
質
・
構
造
、
保
存
状
態
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

（
一
）
祖
師
像

智
海
心
慧
上
人
坐
像

〈
形
状
〉

　

頭
部
は
円
頂
と
し
、
膝
上
で
右
手
は
払
子
の
柄
を
執
っ
て
、
左
手
は
第
一
指
及

び
第
二
指
で
払
子
の
毛
先
を
持
ち
、
他
指
は
握
る
。
顔
を
正
面
に
向
け
て
坐
す
。

前
あ
わ
せ
の
法
衣
を
着
け
、
輪
宝
状
の
鐶
の
あ
る
袈
裟
を
懸
け
て
、
裙
を
着
け

る
。
着
衣
は
正
面
と
側
面
で
長
く
垂
ら
す
。

〈
法
量
〉　

単
位
：
㎝

像　
　
　

高　

五
一
・
五

頭
頂
〜
顎
先　

一
六
・
八　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　

一
〇
・
八

耳　
　
　

張　

一
三
・
二　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　

一
四
・
六

肘　
　
　

張　

四
一
・
三　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

六
二
・
七

裾　
　
　

張　

三
九
・
四　
　
　
　
　

頭
頂
〜
衣
先　

七
八
・
九

垂

下

部

長　

二
七
・
四　
　
　
　
　

胸　
　
　

厚　

一
八
・
〇
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腹　
　
　

厚　

一
八
・
六　
　
　
　
　

膝　
　
　

奥　

三
三
・
四

像　
　
　

奥　

三
三
・
二

〈
品
質
・
構
造
〉

　

品
質
は
、
木
造
で
（
寄
木
造
）、
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。

　

構
造
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
頭
・
体
幹
部
を
通
し
て
前
後
三
材
矧
ぎ
と

し
、
両
体
側
部
も
前
後
三
材
矧
ぎ
と
す
る
。
頭
部
は
体
幹
部
前
材
及
び
中
間
材
よ

り
造
り
、
矧
ぎ
目
は
耳
の
前
方
を
か
す
め
る
。
胸
部
肉
身
は
頭
部
前
面
と
共
材
と

し
、
襟
に
沿
っ
て
体
幹
部
と
割
首
す
る
か
と
み
ら
れ
る
。
以
上
の
材
に
内
刳
り
を

施
し
、
像
底
を
刳
り
残
す
。
左
側
の
体
側
部
の
外
側
に
前
後
二
材
を
矧
ぎ
、
右
側

の
対
側
部
の
外
側
に
腰
部
材
を
矧
ぐ
。
両
耳
及
び
頭
部
の
耳
付
近
は
薄
く
別
材
矧

ぎ
と
す
る
。
垂
下
部
正
面
は
上
下
に
三
材
矧
ぎ
と
し
、
両
側
面
に
各
一
材
を
矧

ぐ
。
両
前
膊
部
を
矧
ぎ
、
両
手
首
先
を
挿
し
込
む
。
持
物
は
別
材
と
す
る
。

　

像
底
を
含
め
て
、
ほ
ぼ
全
面
に
布
貼
り
を
施
し
、
錆
漆
、
黒
漆
、
彩
色
と
す
る

（
以
上
は
す
べ
て
後
補
か
）。

〈
保
存
状
態
〉

　

右
手
首
先
、
左
手
第
一
・
二
指
及
び
三
・
四
・
五
指
の
第
二
関
節
よ
り
上
、

鐶
、
持
物
、
像
表
面
、
左
袖
下
部
を
後
補
と
し
、
彩
色
の
剥
落
が
認
め
ら
れ
る
。

南
山
道
宣
律
師
坐
像

〈
形
状
〉

　

頭
部
を
円
頂
と
し
、
右
手
は
甲
を
上
に
し
て
払
子
の
柄
を
執
り
、
左
手
は
掌
を

仰
い
で
全
指
を
軽
く
曲
げ
、
払
子
の
毛
先
を
受
け
る
。
顔
を
正
面
に
向
け
て
坐

す
。
着
衣
は
、
前
あ
わ
せ
の
法
衣
を
着
け
、
輪
状
の
鐶
の
あ
る
袈
裟
を
懸
け
、
裙

を
着
け
る
。
着
衣
は
正
面
と
側
面
で
長
く
垂
ら
す
。

〈
法
量
〉　

単
位
：
㎝

像　
　
　

高　

五
四
・
三

頭
頂
〜
顎
先　

一
九
・
〇　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　

一
一
・
四

耳　
　
　

張　

一
四
・
一　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　

一
五
・
三

肘　
　
　

張　

四
一
・
九　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

五
七
・
五

裾　
　
　

張　

五
三
・
四　
　
　
　
　

頭
頂
〜
衣
先　

八
一
・
七

垂

下

部

長　

二
七
・
四　
　
　
　
　

胸　
　
　

厚　

一
七
・
五

腹　
　
　

厚　

二
〇
・
三　
　
　
　
　

膝　
　
　

奥　

三
五
・
一

像　
　
　

奥　

四
二
・
三

〈
品
質
・
構
造
〉

　

品
質
は
、
木
造
で
（
寄
木
造
）、
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。

　

構
造
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
頭
・
体
幹
部
を
通
し
て
前
後
三
材
矧
ぎ
と

し
、
両
体
側
部
も
前
後
三
材
矧
ぎ
と
す
る
。
頭
部
は
体
幹
部
前
材
及
び
中
間
材
よ

り
造
り
、
矧
ぎ
目
は
耳
前
を
通
る
。
胸
部
肉
身
は
頭
部
前
面
と
共
木
と
し
、
襟
に

沿
っ
て
体
幹
部
と
割
首
す
る
か
と
み
ら
れ
る
。
以
上
の
材
に
内
刳
り
を
施
し
、
像

底
を
刳
り
残
す
。
背
面
地
付
に
薄
く
一
材
、
体
側
前
材
の
左
右
に
腰
部
の
小
材
を

矧
ぐ
。
着
衣
垂
下
部
の
正
面
は
上
下
に
二
材
を
矧
ぎ
、
両
側
面
に
各
一
材
を
矧

ぐ
。
左
側
袖
先
に
小
材
を
矧
ぐ
。
両
前
膊
部
を
矧
ぎ
、
両
手
首
先
を
挿
し
込
む
。

　

像
底
を
含
め
て
、
ほ
ぼ
全
面
に
布
貼
り
を
施
し
、
錆
漆
の
う
え
黒
漆
下
地
と

し
、
彩
色
仕
上
げ
と
す
る
（
以
上
は
す
べ
て
後
補
か
）。

〈
保
存
状
態
〉

　

左
手
全
指
、
右
手
第
五
指
、
左
袖
先
の
小
材
、
像
表
面
、
左
側
袖
先
の
小
材
を

後
補
と
し
、
彩
色
の
剥
落
が
認
め
ら
れ
る
。

大
智
元
照
律
師
坐
像

〈
形
状
〉

　

頭
部
は
円
頂
と
し
、
右
手
は
胸
の
高
さ
で
掌
を
正
面
に
向
け
る
よ
う
に
し
て
筆

を
執
る
。
左
手
は
膝
上
で
掌
を
仰
ぎ
、
第
二
指
の
み
伸
ば
し
て
他
指
で
経
巻
を
握

る
。
顔
を
正
面
に
向
け
て
坐
す
。
前
あ
わ
せ
の
法
衣
を
着
け
て
、
輪
状
の
鐶
の
あ

る
袈
裟
を
懸
け
、
裙
を
着
け
る
。
着
衣
は
正
面
と
側
面
で
長
く
垂
ら
す
。

〈
法
量
〉　

単
位
：
㎝

像　
　
　

高　

五
三
・
四

頭

頂

〜

顎　

一
八
・
六　
　
　

面　
　
　

巾　

一
二
・
一

耳　
　
　

張　

一
三
・
四　
　
　

面　
　
　

奥　

一
五
・
〇
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肘　
　
　

張　

三
九
・
四　
　
　

袖　
　
　

張　

五
四
・
五

裾　
　
　

張　

三
六
・
六　
　
　

頭
頂
〜
衣
先　

七
九
・
四

垂

下

部

長　

二
六
・
〇　
　
　

胸　
　
　

厚　

一
八
・
六

腹　
　
　

厚　

一
九
・
四　
　
　

膝　
　
　

奥　

三
七
・
七

像　
　
　

奥　

四
三
・
五

〈
品
質
・
構
造
〉

　

品
質
・
構
造
は
、
概
ね
南
山
律
師
像
に
準
ず
る
。

〈
保
存
状
態
〉

　

左
手
の
全
指
、
持
物
、
像
表
面
を
後
補
と
し
、
彩
色
の
剥
落
が
認
め
ら
れ
る
。

俊
芿
律
師
坐
像

〈
形
状
〉

　

頭
部
は
な
だ
ら
か
な
円
頂
と
し
、
膝
上
で
右
手
は
払
子
の
柄
を
執
り
、
左
手
は

掌
を
仰
い
で
払
子
の
毛
先
を
軽
く
握
る
。
顔
を
正
面
に
向
け
て
坐
す
。
着
衣
は
、

前
あ
わ
せ
の
法
衣
を
着
け
て
、
輪
状
の
鐶
の
あ
る
袈
裟
を
懸
け
、
裙
を
着
け
る
。

着
衣
は
正
面
と
側
面
で
長
く
垂
ら
す
。

〈
法
量
〉（
単
位
：
㎝
）

像　
　
　

高　

五
二
・
五

頭

頂

〜

顎　

一
八
・
二　
　
　

面　
　
　

巾　

一
二
・
二

耳　
　
　

張　

一
五
・
八　
　
　

面　
　
　

奥　

一
五
・
一

肘　
　
　

張　

三
八
・
二　
　
　

袖　
　
　

張　

五
五
・
〇

裾　
　
　

張　

四
三
・
九　
　
　

頭
頂
〜
衣
先　

七
七
・
八

垂

下

部

長　

二
五
・
三　
　
　

胸　
　
　

厚　

一
九
・
六

腹　
　
　

厚　

二
一
・
三　
　
　

膝　
　
　

奥　

三
七
・
一

像　
　
　

奥　

四
一
・
六

〈
品
質
・
構
造
〉

　

品
質
・
構
造
は
、
概
ね
南
山
律
師
像
に
準
ず
る
。

〈
保
存
状
態
〉

　

右
耳
、
左
手
の
全
指
、
左
袖
先
の
小
材
、
像
表
面
、
払
子
、
銅
鎹
を
後
補
と

し
、
彩
色
の
剥
落
、
左
玉
眼
の
ズ
レ
が
認
め
ら
れ
る
。

願
行
上
人
坐
像

〈
形
状
〉

　

頭
部
は
円
頂
と
し
、
両
手
は
膝
上
に
置
い
て
、
右
手
は
甲
を
上
に
払
子
の
柄
を

執
り
、
左
手
は
掌
を
仰
い
で
払
子
の
毛
先
を
握
る
。
顔
を
正
面
に
向
け
て
坐
す
。

着
衣
は
、
前
あ
わ
せ
の
法
衣
を
着
け
て
八
角
形
の
鐶
の
あ
る
袈
裟
を
懸
け
、
裙
を

着
け
る
。
着
衣
は
正
面
と
側
面
で
長
く
垂
ら
す
。

〈
法
量
〉　

単
位
：
㎝

像　
　
　

高　

五
〇
・
四

頭
頂
〜
顎
先　

一
六
・
六　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　

一
一
・
七

耳　
　
　

張　

一
三
・
五　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　

一
四
・
九

肘　
　
　

張　

三
四
・
二　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

四
九
・
〇

裾　
　
　

張　

四
一
・
〇　
　
　
　
　

頭
頂
〜
衣
先　

七
四
・
四

垂

下

部

長　

二
四
・
〇　
　
　
　
　

胸　
　
　

厚　

一
七
・
〇

腹　
　
　

厚　

二
〇
・
四　
　
　
　
　

膝　
　
　

奥　

三
六
・
八

像　
　
　

奥　

三
八
・
四

〈
品
質
・
構
造
〉

　

品
質
は
、
木
造
で
（
寄
木
造
）、
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。

　

構
造
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
頭
部
は
耳
後
ろ
で
前
後
二
材
矧
ぎ
と
す
る
。
胸

部
肉
身
は
頭
部
と
共
材
に
造
る
。
現
状
、
頭
部
と
体
部
は
別
材
で
あ
る
。
体
幹
部

は
前
後
二
材
矧
ぎ
と
し
、
背
面
に
薄
い
材
を
矧
ぐ
。
体
側
部
も
前
後
二
材
矧
ぎ
と

す
る
。
体
側
部
外
側
の
左
に
は
一
材
、
右
に
は
二
材
を
矧
ぐ
。

　

脚
部
は
前
後
二
材
矧
ぎ
と
し
、
垂
下
部
正
面
は
上
下
に
三
材
を
矧
ぎ
、
垂
下
部

両
側
面
に
各
一
材
を
矧
ぐ
。　

両
前
膊
部
を
矧
ぎ
、
両
手
首
先
を
挿
し
込
む
。

〈
保
存
状
態
〉

　

頭
部
、
両
手
首
先
、
着
衣
垂
下
部
、
払
子
を
後
補
と
し
、
虫
損
、
彩
色
の
剥
落

が
認
め
ら
れ
る
。
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（
二
）
伽
藍
神
像

伝
修
利
菩
薩
倚
像
（
張
大
帝
）

〈
形
状
〉

　

高
装
巾
を
被
り
、
両
眼
は
瞋
目
し
て
吊
り
上
げ
、
口
髭
、
顎
鬚
を
あ
ら
わ
し

（
現
状
亡
失
）、
鼻
孔
を
浅
く
く
ぼ
め
、
耳
孔
は
穿
た
な
い
。
左
手
は
掌
を
下
に
し
て

全
指
を
伸
ば
し
て
膝
上
に
置
き
、
右
手
は
脇
を
締
め
て
前
方
に
屈
臂
し
て
、
胸
の

高
さ
で
第
二
指
を
緩
め
て
、
如
意
を
執
る
。
両
足
は
肩
幅
に
開
い
て
椅
坐
す
る
。

　

服
制
は
、
内
衣
、
前
あ
わ
せ
の
衣
を
着
け
、
帯
飾
り
の
つ
い
た
幅
広
の
帯
を
締

め
、
肩
か
ら
は
お
る
衣
を
着
け
、
沓
を
履
く
。
正
面
及
び
側
面
で
は
衣
を
足
首
の

高
さ
ま
で
垂
ら
す
。

〈
法
量
〉　

単
位
：
㎝

像　
　
　

高　

六
五
・
〇

頭
頂
〜
顎
先　

三
〇
・
九　
　
　
　
　

面　
　
　

長　

一
四
・
三

面　
　
　

巾　

一
二
・
五　
　
　
　
　

耳　
　
　

張　

一
四
・
八

面　
　
　

奥　

一
五
・
四　
　
　
　
　

肘　
　
　

張　

四
〇
・
一

袖　
　
　

張　

五
九
・
〇　
　
　
　
　

裾　
　
　

張　

五
一
・
五

頭
頂
〜
衣
先　

八
六
・
九　
　
　
　
　

冠　

際　

高　

四
七
・
八

垂

下

部

長　

二
四
・
〇　
　
　
　
　

胸　
　
　

厚　

二
〇
・
〇

腹　
　
　

厚　

二
三
・
四　
　
　
　
　

膝　
　
　

奥　

三
八
・
〇

像　
　
　

奥　

三
八
・
九　
　
　
　
　

足
先
開　

外　

三
一
・
二

〈
品
質
・
構
造
〉

　

品
質
は
木
造
で
（
寄
木
造
）、
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。

　

頭
体
幹
部
を
通
し
て
前
後
三
材
矧
ぎ
と
し
、
内
刳
り
の
う
え
、
襟
に
そ
っ
て
割

首
す
る
。
た
だ
し
、
背
面
材
は
首
枘
底
面
の
位
置
で
鋸
び
き
し
た
後
に
割
首
す

る
。
両
体
側
部
は
各
前
後
三
材
矧
ぎ
す
る
。
脚
部
は
前
後
二
材
矧
ぎ
、
垂
下
部
は

両
端
が
各
一
材
、
正
面
で
は
上
下
に
三
材
を
矧
ぐ
。
両
前
膊
部
別
材
で
、
両
手
首

先
を
挿
し
込
む
。

〈
保
存
状
態
〉

　

正
面
結
び
紐
の
別
材
部
、
左
手
第
二
・
三
・
四
指
の
第
一
関
節
よ
り
先
、
右
手

第
二
・
三
・
四
指
の
第
二
関
節
よ
り
先
、
像
表
面
、
持
物
を
後
補
と
す
る
。

〈
銘
記
〉

　

像
内
納
入
木
札
に
次
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。

（
表
）

修
利
菩
薩

　

（
梵
字
五
字
）

　
　

覚
園
寺
住
持
思
咲
（
花
押
）

（
裏
）

　
　
　
　

應
永
廿
五
年
十
一
月
九
日
開
眼
供
養

　
　
　
　
　
　

佛
所
伯
耆
法
眼
朝
祐
作

（
梵
字
三
字
）　

采
色
宇
多
田
主
里
助

　
　
　
　
　
　

塗
師
近
藤
家
友

　
　
　
　

大
願
主
土
佐
法
橋　

随
珍
（
花
押
）

伝
大
権
菩
薩
像
（
大
権
修
利
ま
た
は
招
宝
七
郎
）

〈
形
状
〉

　

高
装
巾
を
被
り
、
眉
根
を
寄
せ
、
両
眼
は
瞋
目
し
て
吊
り
上
げ
、
鼻
孔
を
浅
く

く
ぼ
め
、
耳
孔
は
穿
た
な
い
。
わ
ず
か
に
開
口
し
、
上
歯
、
下
歯
、
舌
を
あ
ら
わ

す
。
左
手
は
屈
臂
し
て
、
額
の
前
方
で
か
ざ
す
よ
う
に
振
り
上
げ
、
右
手
は
肘
を

側
方
へ
張
っ
て
屈
臂
し
、
掌
を
上
に
向
け
て
第
二
指
か
ら
第
五
指
を
腰
帯
に
通

す
。
顔
は
わ
ず
か
に
仰
ぎ
、
右
脚
は
膝
を
や
や
外
側
へ
開
き
、
足
先
は
や
や
下
に

向
け
、
左
脚
は
足
先
を
や
や
外
に
向
け
、
椅
坐
す
る
。

　

服
制
は
、
右
袵
打
ち
合
わ
せ
の
丸
首
の
衣
を
着
け
、
腰
帯
を
締
め
て
（
背
面
中

央
右
寄
り
の
位
置
で
下
方
に
腰
帯
の
先
を
あ
ら
わ
す
）、
袴
を
着
け
て
、
沓
を
履

く
。

〈
法
量
〉　

単
位
：
㎝

像　
　
　

高　

五
九
・
八

頭
頂
〜
顎
先　

二
四
・
四　
　
　
　
　

面　
　
　

長　

一
五
・
九

面　
　
　

巾　

一
二
・
三　
　
　
　
　

耳　
　
　

張　

一
三
・
五
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面　
　
　

奥　

一
五
・
三　
　
　
　
　

肘　
　
　

張　

五
三
・
一

裾　
　
　

張　

五
〇
・
三　
　
　
　
　

頭
頂
〜
足
下　

八
三
・
九

冠　

際　

高　

四
九
・
二　
　
　
　
　

垂
下
部
長　
　

二
四
・
一

胸　
　
　

厚　

一
八
・
四　
　
　
　
　

腹　
　
　

厚　

二
一
・
五

膝　
　
　

張　

三
七
・
五　
　
　
　
　

膝　
　
　

奥　

三
八
・
三

像　
　
　

奥　

四
三
・
〇
（
左
足
首
）
足
先
開　

外　

二
七
・
六

　
　
　
　
　
　

四
九
・
五
（
左
足
先
）

〈
品
質
・
構
造
〉

　

品
質
は
木
造
で
（
寄
木
造
り
）、
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。

　

頭
体
幹
部
を
通
し
て
前
後
矧
ぎ
と
し
、
内
刳
り
の
上
、
首
元
で
割
首
す
る
。
体

幹
の
後
方
に
一
材
を
矧
ぎ
、
体
側
部
に
各
前
後
二
材
を
矧
ぐ
。
両
腕
は
肩
で
矧

ぎ
、
左
手
は
肘
、
手
首
で
矧
ぐ
。
右
手
は
手
首
先
を
矧
ぎ
、
肘
付
近
で
矧
ぐ
か
。

脚
部
は
前
後
二
材
矧
ぎ
と
し
、
両
腰
部
は
前
後
矧
ぎ
か
。

　

垂
下
部
は
両
端
に
縦
材
を
矧
ぎ
、
正
面
は
上
下
二
材
を
矧
ぐ
。
両
足
部
及
び
足

先
は
別
材
矧
ぎ
と
す
る
。

〈
保
存
状
態
〉

　

像
表
面
を
後
補
と
す
る
。

〈
銘
記
〉

　

像
内
納
入
木
札
に
次
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。

（
表
）

　
　
　

覚
園
寺
住
持
思
咲
（
花
押
）

（
梵
字
五
字
）

　

大
権
菩
薩

（
裏
）

　

應
永
廿
五
年
十
一
月
九
日
開
眼
供
養

（
梵
字
三
字
）

　
　
　

大
願
主
土
佐
法
橋　

随
珍
（
花
押
）

伝
太
帝
菩
薩
像
（
太
白
龍
王
か
）

〈
形
状
〉

　

巾
帽
を
被
り
、
両
眼
は
瞋
目
し
て
吊
り
上
げ
、
鼻
孔
を
浅
く
く
ぼ
め
、
耳
孔
は

穿
た
な
い
。
両
手
は
胸
前
で
把
笏
す
る
。
両
指
先
は
袖
に
入
れ
る
。
両
膝
を
や
や

開
い
て
椅
坐
す
る
。

　

服
制
は
、
内
衣
と
胸
元
中
央
に
大
小
の
正
方
形
の
飾
り
が
つ
い
た
道
服
、
裙
を

着
け
、
帯
飾
り
の
つ
い
た
腰
紐
を
締
め
る
。
沓
を
履
く
。

〈
法
量
〉　

単
位
：
㎝

像　
　
　

高　

六
三
・
一

頭
頂
〜
顎
先　

二
七
・
二　
　
　
　
　

面　
　
　

長　

一
三
・
八

面　
　
　

巾　

一
二
・
八　
　
　
　
　

耳　
　
　

張　

一
四
・
六

面　
　
　

奥　

一
六
・
三　
　
　
　
　

肘　
　
　

張　

三
八
・
八

袖　
　
　

張　

五
五
・
〇　
　
　
　
　

裾　
　
　

張　

五
二
・
四

総　
　
　

高　

八
五
・
七　
　
　
　
　

冠　

際　

高　

四
七
・
五

垂

下

部

長　

二
二
・
六　
　
　
　
　

胸　
　
　

厚　

一
九
・
〇

腹　
　
　

厚　

一
九
・
六　
　
　
　
　

膝　
　
　

張　

四
三
・
五

膝　
　
　

奥　

三
九
・
七　
　
　
　
　

像　
　
　

奥　

四
四
・
四

足
先
開　

外　

三
四
・
九

〈
品
質
・
構
造
〉

　

品
質
は
木
造
で
（
寄
木
造
）、
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。

　

構
造
は
伝
修
利
菩
薩
像
に
準
ず
る
。

〈
保
存
状
態
〉

　

裙
部
右
側
、
帯
垂
下
部
の
右
方
分
、
像
表
面
、
笏
を
後
補
と
す
る
。

〈
銘
記
〉

　

像
内
納
入
木
札
に
次
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。

（
表
）

　
　

覚
園
寺
住
持
思
笑
（
マ
マ
）（

花
押
）

（
梵
字
五
字
）

太
帝
菩
薩
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（
裏
）

應
永
廿
五
年
十
一
月
九
日
開
眼
供
養

　
　
　
　
　
　

佛
所
伯
耆
法
眼
朝
祐
作　

采
色
宇
多
田

　

（
梵
字
三
字
）　
　
　

修
里
助　

塗
師
近
藤
家
友

　
　
　

大
願
主
土
佐
法
橋　

随
珍
（
花
押
）

（
三
）
概
要
に
関
す
る
補
足

　

以
上
八
軀
の
概
要
に
つ
い
て
、
若
干
の
補
足
を
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

祖
師
像
五
軀
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
像
高
一
尺
七
寸
前
後
の
倚
像
で
あ
る
。

た
だ
し
、
願
行
像
は
後
補
の
頭
部
が
や
や
大
き
め
で
、
も
と
の
像
高
は
幾
分
小
さ

め
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
姿
は
、
い
ず
れ
も
法
衣
を
前
に
長
く
垂
ら
す
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ
の

姿
は
日
本
で
は
禅
宗
肖
像
に
一
般
的
な
頂
相
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に

大
森
順
雄
氏
が
説
い
て
い
る
よ
う
に
（
大
森
一
九
七
〇
）、
当
寺
の
伽
藍
配
置
と

同
様
に
、
祖
師
像
も
中
国
宋
代
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
た
形
式
を
踏
襲
し
た
結
果
で

あ
り
、
北
京
律
系
統
の
寺
院
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
俊
芿
が
鎌
倉
時

代
に
将
来
し
た
京
都
・
泉
涌
寺
の
南
山
律
師
像
、
元
象
律
師
像
の
画
像
に
お
い
て

も
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
当
寺
の
肖
像
彫
刻
群
も
そ
う
し
た
例
に
倣
っ
て
の

こ
と
と
み
ら
れ
る
。

　

構
造
は
、
各
像
と
も
中
世
期
に
通
有
の
基
本
的
な
木
寄
せ
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
が
、
祖
師
像
で
は
南
山
律
師
坐
像
、
大
智
律
師
坐
像
、
俊
芿
律
師
坐
像
の
三
軀

に
は
強
い
類
似
性
が
認
め
ら
れ
、
次
章
で
述
べ
る
表
現
面
で
の
親
近
性
と
併
せ
る

と
、
三
軀
は
一
具
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

像
主
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
が
あ
る
と
お
り
（
大
森
一
九
六
七
、
山
田
一
九
七

四
）、
南
山
律
師
坐
像
、
大
智
律
師
坐
像
に
つ
い
て
は
、
京
都
・
泉
涌
寺
の
嘉
定

三
年
（
一
二
一
〇
）
賛
の
画
像
と
風
貌
が
似
て
お
り
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
俊
芿

律
師
坐
像
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二

七
）
自
賛
の
泉
涌
寺
画
像
な
ど
と
比
べ
て
、
前
二
軀
ほ
ど
の
類
似
は
み
ら
れ
な
い

が
、
別
人
と
す
る
ほ
ど
で
は
な
か
ろ
う
か
。
願
行
像
は
、
永
正
十
五
年
（
一
五
一

八
）
銘
の
鎌
倉
安
養
院
像
と
は
風
貌
が
似
る
。
し
か
し
、
本
像
の
頭
部
は
後
補
と

み
ら
れ
、
安
養
院
像
を
手
本
に
造
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
ず
、
そ
の
場

合
、
本
像
が
当
初
か
ら
願
行
像
と
し
て
造
ら
れ
た
こ
と
を
証
す
る
こ
と
は
難
し
く

な
る
。

　

次
に
伽
藍
神
像
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
像
高
は
二
尺
前
後
で
、
祖
師
像
よ
り
少

し
高
い
が
、
冠
帽
の
分
を
勘
案
す
れ
ば
祖
師
像
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

　

名
称
に
つ
い
て
は
、
少
し
検
討
を
要
す
る
。
伽
藍
神
像
の
名
称
に
つ
い
て
は
田

中
知
佐
子
氏
（
田
中
二
〇
〇
八
）、
奥
健
夫
氏
に
よ
る
論
考
が
出
さ
れ
て
い
る

（
奥
二
〇
一
三
・
二
〇
一
四
・
二
〇
一
九
）。
奥
氏
に
よ
れ
ば
、
高
装
巾
を
被
り
、

右
手
で
如
意
を
執
る
形
が
張
大
帝
で
あ
り
、
右
手
を
額
に
か
ざ
し
、
開
口
す
る
姿

が
招
宝
七
郎
ま
た
は
大
権
修
利
、
両
手
を
拱
手
す
る
形
が
太
白
龍
王
に
当
て
ら
れ

る
と
さ
れ
る
（
田
中
氏
は
、
両
手
を
拱
手
す
る
形
の
像
の
名
称
に
つ
い
て
は
保
留

と
し
て
い
る
）。
当
寺
で
い
ま
修
利
菩
薩
像
と
さ
れ
て
い
る
像
が
張
大
帝
に
、
大

権
菩
薩
が
招
宝
七
郎
ま
た
は
大
権
修
利
に
、
太
帝
菩
薩
と
さ
れ
て
い
る
像
が
太
白

龍
王
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
名
称
は
、
も
と
は
各
像
に
納
入
さ
れ
て
い
た

と
さ
れ
、
い
ま
別
保
存
さ
れ
る
銘
札
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ど
の
像
に
納

入
さ
れ
て
い
た
か
は
現
在
そ
れ
を
証
す
る
も
の
が
な
い
。「
太
帝
菩
薩
」
と
記
さ

れ
る
銘
札
は
も
と
は
張
太
帝
像
（
現
修
利
菩
薩
像
）
内
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
、
大
権
菩
薩
と
修
利
菩
薩
が
別
々
の
尊
格
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
。
応
永
期
に
お
い
て
は
混
乱
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

構
造
は
、
三
軀
の
う
ち
伝
大
権
菩
薩
の
体
側
部
が
前
後
二
材
矧
ぎ
で
あ
る
点
が

異
な
る
が
、
他
の
二
像
は
よ
く
似
て
お
り
、
ま
た
こ
の
二
軀
は
南
山
律
師
坐
像
、

大
智
律
師
坐
像
、
俊
芿
律
師
坐
像
の
三
軀
と
も
共
通
性
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
こ

の
六
軀
の
制
作
事
情
を
考
察
す
る
上
で
も
見
逃
せ
な
い
。

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 4041



第
二
章　

祖
師
像
お
よ
び
伽
藍
神
像
の
表
現
と
作
者

　

祖
師
像
の
う
ち
、
俊
芿
律
師
坐
像
、
南
山
律
師
坐
像
、
大
智
律
師
坐
像
の
三
軀

と
伽
藍
神
像
三
軀
の
表
現
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
大
森
氏
や
山
田
氏
に

よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
前
章
を
ふ
ま
え
、
祖
師
像
お
よ
び
伽
藍
神
像
に
み
ら

れ
る
表
現
や
作
者
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
（
3
）

。

　

祖
師
像
三
軀
は
、
大
き
な
破
綻
な
く
全
体
を
ま
と
め
て
は
い
る
も
の
の
、
頭
部

は
や
や
過
大
で
、
脚
部
の
幅
が
狭
い
。
着
衣
は
繊
細
な
衣
文
は
あ
ら
わ
さ
ず
、
ゆ

る
や
か
な
起
伏
に
よ
り
質
感
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
お
お
ま
か
な
感
が

あ
る
。
面
部
の
肉
付
け
は
、
南
山
像
と
大
智
像
は
細
や
か
な
肉
付
け
は
施
さ
ず
、

単
調
な
面
に
造
ら
れ
る
。
こ
の
二
軀
に
比
べ
る
と
俊
芿
像
は
起
伏
を
設
け
る
が
、

決
し
て
繊
細
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
三
軀
に
は
表
現
に
お
い
て
も

共
通
性
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
伽
藍
神
像
三
軀
に
も
そ
の
ま
ま
当
て

は
ま
る
と
い
え
る
。
と
り
わ
け
、
南
山
像
と
大
智
像
は
面
部
の
単
調
な
造
形
が
よ

く
似
て
い
る
し
、
着
衣
垂
下
部
の
表
現
は
伝
太
帝
菩
薩
像
の
そ
れ
と
近
い
。
前
章

で
述
べ
た
構
造
面
で
の
親
近
性
と
併
せ
れ
ば
、
こ
の
六
軀
が
ほ
ぼ
同
一
の
作
者
に

よ
る
一
具
の
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。

　

伽
藍
神
像
は
像
内
納
入
の
銘
札
に
よ
り
、
応
永
二
五
年
（
一
四
一
八
）
に
法
眼

朝
祐
の
作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
俊
芿
像
、
南
山
像
、
大
智

像
の
三
軀
も
ま
た
朝
祐
の
作
と
比
定
さ
れ
る
。

　

次
に
、
智
海
心
慧
坐
像
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
像
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

右
記
の
作
例
を
や
や
遡
る
時
期
の
制
作
と
い
う
見
方
も
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
主

な
理
由
は
、
頭
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
こ
と
や
表
情
に
生
彩
が
あ
る
こ
と
、
袖
張

が
右
記
六
軀
よ
り
幾
分
大
き
め
で
あ
り
、
そ
の
分
ゆ
っ
た
り
と
し
た
姿
を
示
す
こ

と
等
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
着
衣
表
現
に
つ
い
て
は
右
記
六
軀
に
か
な
り
近
く
、

面
貌
表
現
の
繊
細
さ
に
つ
い
て
も
格
段
に
差
が
あ
る
と
も
い
え
な
い
。
特
に
、
比

較
的
肉
付
け
の
起
伏
の
大
き
い
俊
芿
像
と
は
鼻
か
ら
口
元
へ
深
い
ほ
う
れ
い
線
を

刻
む
点
は
共
通
し
、
平
板
的
で
簡
略
な
造
り
の
耳
は
六
軀
と
と
て
も
よ
く
似
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
智
海
像
の
制
作
年
代
を
数
十
年
遡
ら
せ
る

必
要
は
な
く
、
共
通
す
る
特
色
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
六
軀
と
は
一
具
で
は
な
い

も
の
の
、
近
い
時
期
に
お
け
る
朝
祐
の
作
と
み
な
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

第
三
章　

覚
園
寺
の
応
永
期
修
造
と
諸
像
の
当
初
の
安
置
状
況

　

（
一
）
覚
園
寺
の
沿
革

　

覚
園
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
は
す
で
に
諸
書
に
詳
し
い
が
（
4
）

、
こ
こ
で
も
簡
単
に
触

れ
て
お
く
。
当
寺
は
北
条
義
時
が
発
願
し
て
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
十
二
月

二
日
に
大
倉
新
御
堂
（
大
倉
薬
師
堂
）
と
し
て
供
養
さ
れ
た
（『
吾
妻
鏡
』
同
日

条
）。
本
尊
薬
師
如
来
像
は
「
雲
慶
」（
運
慶
）
の
作
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
義

時
が
発
願
に
至
っ
た
契
機
は
、
同
年
七
月
八
日
に
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
将
軍
実
朝
左

大
臣
就
任
の
直
衣
始
に
臨
ん
だ
後
、
帰
宅
し
た
晩
の
夢
に
戌
神
将
が
現
れ
て
、
来

年
の
拝
賀
に
供
奉
し
な
い
よ
う
に
と
の
お
告
げ
を
受
け
た
こ
と
と
い
い
、
翌
九
日

に
大
倉
郷
に
赴
い
て
寺
地
を
定
め
て
一
堂
建
立
を
発
願
し
た
と
い
う
（『
吾
妻
鏡
』

同
年
七
月
八
日
・
九
日
条
）。
そ
し
て
、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
正
月
二
十
七

日
、
実
朝
の
八
幡
宮
拝
賀
の
際
に
供
奉
を
し
た
義
時
の
傍
ら
に
白
い
戌
が
現
れ
、

急
に
心
神
が
乱
れ
た
義
時
は
御
剣
役
を
源
仲
章
に
譲
っ
て
退
出
し
た
後
、
史
上
に

よ
く
知
ら
れ
る
公
暁
に
よ
る
実
朝
暗
殺
事
件
が
起
こ
り
、
仲
章
も
殺
害
さ
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
義
時
は
退
出
に
よ
り
難
を
逃
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、『
吾
妻
鏡
』
正

月
二
十
七
日
条
の
ほ
か
、
二
月
八
日
条
に
も
書
か
れ
、
そ
の
二
月
八
日
に
は
義
時

は
大
倉
薬
師
堂
に
参
拝
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
吾
妻
鏡
』
編
纂
の
十
三
世

紀
後
半
に
お
い
て
、
大
倉
薬
師
堂
は
か
な
り
特
別
な
寺
院
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
得
宗
家
繁
栄
の
礎
と
も
な
っ
た
義
時
に
対
す
る
敬

意
と
共
に
、
当
寺
は
北
条
氏
が
初
め
て
鎌
倉
に
築
い
た
仏
教
拠
点
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
北
条
氏
は
本
拠
地
を
伊
豆
国
か
ら
相
模
国
に
移
し
た
こ
と
を
示
し
た
と

い
う
重
要
な
意
義
を
持
つ
（
今
井 

一
九
九
〇
）。
そ
し
て
、
そ
の
場
所
が
か
つ
て
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頼
朝
が
居
を
構
え
、
そ
れ
ゆ
え
に
幕
府
も
置
か
れ
、
頼
朝
の
墳
墓
堂
で
あ
る
法
華

堂
が
所
在
す
る
大
倉
郷
と
い
う
特
殊
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
北
条
氏
が
幕
府

の
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
宣
言
と
も
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
大
倉
薬

師
堂
は
北
条
氏
と
幕
府
に
と
っ
て
非
常
に
意
義
深
い
寺
院
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
当
寺
は
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
二
月
二
日
に
焼
亡
し
た
が
、
本
尊

は
取
り
出
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
十
月
七
日
に
は
薬
師

堂
谷
が
焼
亡
し
た
と
い
い
、
こ
の
と
き
に
も
被
害
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
を
受
け
、
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
三
月
十
日
に
修
造
供
養
が
営
ま
れ
た
の

で
、
旧
状
に
復
し
た
と
み
ら
れ
る
（
以
上
『
吾
妻
鏡
』）。

　

当
寺
の
大
き
な
発
展
は
、
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
に
執
権
北
条
貞
時
に
よ

り
、
智
海
心
慧
を
開
山
に
迎
え
て
覚
園
寺
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
至

徳
三
年
六
月
十
五
日
「
官
宣
旨
（
5
）

」）。
そ
の
頃
の
当
寺
は
、
智
海
心
慧
が
嘉
元
四
年

（
一
三
〇
六
）
に
記
し
た
「
智
海
心
慧
置
文
（
6
）

」
に
よ
る
と
、
修
造
す
べ
き
堂
宇
に

仏
殿
、
法
堂
、
祖
師
堂
、
土
地
堂
、
僧
堂
、
庫
院
、
山
門
、
両
廊
等
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
堂
宇
が
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
義
の

面
で
は
浄
土
諸
行
本
願
、
華
厳
、
真
言
、
律
の
四
宗
兼
学
の
寺
院
と
し
て
展
開
し

た
（
正
和
三
年
十
一
月
十
四
日
「
浄
光
明
寺
住
持
高
恵
等
連
署
発
願
文
写
（
7
）

」）。

　

鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
は
、
足
利
尊
氏
の
庇
護
を
受
け
、
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）

二
月
十
日
の
火
災
（
建
武
四
年
「
覚
園
寺
住
僧
申
状
案
（
8
）

」）
の
復
興
は
文
和
三
年

（
一
三
五
四
）
に
ず
れ
込
む
が
、
仏
殿
（
現
薬
師
堂
）
の
梁
牌
銘
に
尊
氏
が
記
し

た
銘
記
が
現
存
す
る
。
し
か
し
、
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
に
再
度
炎
上
し
た

（「
足
利
基
氏
書
状
（
9
）

」）。
そ
の
被
害
の
規
模
は
明
ら
か
で
な
い
。
恐
ら
く
、
仏
殿
の

焼
失
は
免
れ
た
も
の
の
、
こ
の
と
き
の
被
害
が
応
永
期
の
修
造
を
必
要
と
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

（
二
）
応
永
期
の
再
興

　

前
記
の
よ
う
に
当
寺
は
罹
災
と
復
興
を
重
ね
て
き
た
が
、
応
永
年
間
に
大
規
模

な
復
興
が
な
さ
れ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
諸
像
に
も
直
接
関
わ
る
の
で
、
そ
の

状
況
を
記
し
て
お
く
。

　

応
永
の
復
興
は
、
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
七
月
に
足
利
氏
満
か
ら
修
造
料
所

と
し
て
「
竹
澤
兵
庫
助
入
道
跡
」（
武
蔵
国
比
企
郡
竹
澤
郷
か
）
が
寄
付
さ
れ

（
応
永
四
年
七
月
十
日
「
足
利
氏
満
寺
領
寄
進
状
）
10
（

」）、
財
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
る
ら
し
い
。
当
寺
の
仏
像
に
は
、
こ
の
応
永
年
間
に
造
ら
れ
た
作
例
が
多

い
。
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
か
ら
十
二
神
将
像
の
造
立
が
始
ま
る
。
各
像
内
の

銘
文
に
よ
り
、
こ
の
年
に
は
午
神
将
立
像
、
同
十
五
年
に
未
神
将
立
像
が
造
ら

れ
、
未
神
将
像
の
銘
記
に
は
「
午
子
刀
卯
辰
巳
丑
以
上
七
躰
」
は
以
前
に
出
来
て

い
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
続
く
同
十
六
年
に
申
神
将
立
像
、
同
十
七
年
に
酉
神
将

立
像
、
同
十
八
年
に
亥
神
将
立
像
が
造
ら
れ
て
い
る
。
戌
神
将
立
像
を
除
く
十
一

軀
が
十
一
年
間
に
、
恐
ら
く
年
に
一
軀
ず
つ
造
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
続
い
て
、

応
永
二
十
三
年
に
は
伊
陀
尊
天
菩
薩
像
（
韋
駄
天
）
が
造
ら
れ
（
こ
の
像
は
い
ま

現
存
せ
ず
銘
札
の
み
残
る
）、
同
二
十
五
年
に
は
本
稿
で
取
り
上
げ
る
伽
藍
神
三

軀
が
、
同
二
十
九
年
に
は
日
光
菩
薩
坐
像
が
造
立
さ
れ
た
。
韋
駄
天
像
を
除
き
、

他
は
全
て
仏
師
朝
祐
の
作
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
現
存
作
例
や
記
録
か

ら
す
る
と
、
応
永
期
の
復
興
は
同
二
十
九
年
頃
に
終
え
た
よ
う
で
、
寺
蔵
の
位
牌

に
よ
れ
ば
朝
祐
も
同
三
十
三
年
に
没
し
た
ら
し
い
。
仏
像
以
外
の
応
永
期
の
資
料

に
、
同
二
十
五
年
銘
の
虹
欄
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
。

　

（
三
）
諸
像
の
当
初
の
安
置
状
況

　

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
覚
園
寺
と
し
て
再
興
さ
れ
た
当
時
、
薬
師
堂
は
宋

代
寺
院
に
倣
っ
て
仏
殿
と
呼
ば
れ
、
続
け
て
法
堂
、
土
地
堂
、
祖
師
堂
が
列
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
当
時
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
建
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か

し
、
い
ま
寺
に
残
る
「
虹
欄
」
の
銘
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
大
森 

一

九
六
四
・
九
一
）。

　

東
一
応
永
廿
五
六
十
一
日
ひ
が
し
の
す
み
大
檀
那
随
珍

　

東
二
応
永
廿
五
六
十
一
日

　

西
一
法
橋
随
珍
檀
那
応
永
廿
五
六
五
日

　

西
二
応
永
廿
五
六
十
一
日

銘
に
よ
れ
ば
、
応
永
二
十
五
年
六
月
に
須
弥
壇
が
で
き
、
そ
れ
は
東
西
に
分
か
れ
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て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
森
順
雄
氏
は
「
東
、
西
の
符
号
は
東
の
須
弥
壇

（
薬
師
堂
右
奥
隅
）
に
伽
藍
神
を
、
西
側
（
同
左
奥
隅
）
に
祖
師
像
を
安
置
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
（
大
森 

一
九
六
四
・
九
一
）。
す
な
わ
ち
、
当
初
別
堂

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
土
地
堂
・
祖
師
堂
は
、
堂
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
現
状
の
建
長
寺
仏
殿
が
こ
の
形
で
、
大
森
氏
は
「
現
存
す
る
多
く
の
仏
殿

は
土
地
堂
、
祖
師
堂
を
仏
殿
内
奥
左
右
に
設
け
る
。
即
ち
、
向
か
っ
て
右
に
土
地

堂
、
左
に
祖
師
堂
を
設
け
る
。（
中
略
）
こ
の
方
式
は
宋
風
仏
殿
の
一
つ
の
定
型

と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
現
在
伽
藍
神
像
三
軀
は
薬
師
堂
内
の
向
か
っ
て

左
奥
の
壇
に
祀
ら
れ
、
向
か
っ
て
右
奥
の
壇
に
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ

る
が
、
こ
の
像
は
も
と
理
智
光
寺
の
旧
蔵
で
、
明
治
に
廃
寺
と
な
っ
て
以
降
、
当

時
に
移
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
本
来
こ
の
位
置
に
安
置
さ
れ
た
像
で
は
な
い
。
元
来

こ
の
位
置
は
土
地
堂
と
し
て
伽
藍
神
像
三
軀
が
祀
ら
れ
、
い
ま
伽
藍
神
像
三
軀
が

祀
ら
れ
る
場
所
に
は
頂
相
三
軀
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

す
で
に
第
二
章
に
お
い
て
、
伽
藍
神
像
三
軀
と
頂
相
三
軀
は
朝
祐
に
よ
っ
て
一

具
と
し
て
造
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
以
上
に
基
づ
い
て
考
え

る
と
、
大
森
氏
推
定
の
と
お
り
、
銘
文
に
よ
り
応
永
二
十
五
年
十
一
月
に
造
ら
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
伽
藍
神
像
三
軀
は
、
こ
の
時
に
土
地
堂
安
置
の
像
と
し

て
、
頂
相
三
軀
は
同
じ
頃
に
祖
師
堂
安
置
の
像
と
し
て
造
立
さ
れ
た
と
推
定
で
き

る
。

お
わ
り
に

　

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

祖
師
像
五
軀
は
表
現
、
構
造
な
ど
か
ら
、
室
町
時
代
初
期
頃
の
制
作
と
み
ら
れ

る
こ
と
、
祖
師
像
の
う
ち
、
南
山
律
師
坐
像
、
大
智
律
師
坐
像
、
俊
芿
律
師
坐
像

の
三
軀
に
は
強
い
類
似
性
が
認
め
ら
れ
、
三
軀
は
一
具
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の

三
軀
は
伽
藍
神
像
と
も
強
い
親
近
性
を
も
つ
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
伽
藍
神

像
は
像
内
納
入
の
銘
札
に
よ
り
、
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
に
法
眼
朝
祐
の

作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
南
山
律
師
坐
像
、
大
智
律
師
坐

像
、
俊
芿
律
師
坐
像
の
三
軀
も
ま
た
同
じ
頃
の
朝
祐
の
作
と
比
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
薬
師
堂
の
中
で
南
山
像
、
大
智
像
、
俊
芿
像
の
三
軀
は
祖
師
堂
に
、
伽
藍

神
像
三
軀
は
土
地
堂
に
安
置
の
像
と
し
て
造
立
さ
れ
た
と
推
定
し
た
。

　

以
上
の
論
旨
は
、
大
筋
で
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
事
柄
で
、
こ
れ

を
再
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
六
軀
が
一
具
で
あ
る
こ
と
、
祖
師
像
三
軀
も

朝
祐
の
制
作
で
あ
る
こ
と
、
前
者
が
祖
師
堂
の
像
と
し
て
伽
藍
神
像
と
共
に
薬
師

堂
内
に
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
認
識
が
必
ず
し
も
定
着
し
て
き
た
と

も
い
い
難
い
。
そ
の
こ
と
が
伽
藍
神
像
は
鎌
倉
市
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
一
方
、

祖
師
像
は
未
指
定
で
あ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

今
後
、
右
の
論
旨
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
祖
師
像
三
軀
は
鎌
倉
に
お
け
る
室
町

時
代
初
期
の
北
京
律
系
肖
像
彫
刻
の
遺
例
と
し
て
、
ま
た
朝
祐
の
肖
像
彫
刻
作
例

と
し
て
、
今
後
そ
の
意
義
を
増
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
祖
師
像
三
軀
と
伽
藍
神
像
三
軀
が
一
具
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
意
義

に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
当
寺
は
北
条
義
時
が
建
保
六
年

（
一
二
一
八
）
に
創
建
し
た
大
倉
薬
師
堂
を
濫
觴
と
し
、
そ
れ
以
後
歴
代
の
北
条

氏
に
重
ん
じ
ら
れ
、
特
に
得
宗
家
に
よ
り
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
き
た
。
永
仁
四

年
に
九
代
執
権
北
条
貞
時
が
覚
園
寺
と
改
め
て
以
降
は
四
宗
兼
学
寺
院
と
し
て
発

展
し
た
が
、
北
京
律
の
要
素
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
伽
藍
配
置
や
仏
殿
内
部
の
状

況
で
窺
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
当
寺
は
足
利
尊
氏
に
よ
る
復
興
を
経
て
、
室
町
時
代

に
も
重
ん
じ
ら
れ
、
鎌
倉
の
重
要
寺
院
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

大
倉
薬
師
堂
創
建
時
の
本
尊
像
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
寺
号
を
覚
園
寺
と
し
て

整
備
さ
れ
、
四
宗
兼
学
寺
院
と
な
っ
て
以
降
も
、
薬
師
如
来
像
を
本
尊
と
し
、
十

二
神
将
像
が
そ
れ
を
護
持
す
る
さ
ま
は
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
覚
園
寺

と
な
っ
て
以
降
、
北
京
律
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
薬
師
堂
は
仏
殿
と
さ

れ
、
宋
代
寺
院
に
な
ら
っ
て
そ
の
内
部
に
祖
師
堂
と
土
地
堂
を
設
け
る
形
が
採
用

さ
れ
た
。
今
に
そ
の
名
残
を
留
め
る
、
仏
殿
内
部
の
こ
の
景
観
は
、
大
倉
薬
師
堂

か
ら
覚
園
寺
へ
と
発
展
し
た
、
い
わ
ば
当
寺
の
歴
史
的
変
遷
を
如
実
に
示
す
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
祖
師
像
三
軀
と
伽
藍
神
三
軀
は
、
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か
つ
て
の
当
寺
の
仏
殿
空
間
を
具
体
的
に
推
定
さ
せ
る
作
例
と
し
て
意
外
に
意
義

が
深
く
、
今
後
こ
の
視
点
か
ら
も
見
直
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

【
付
記
】�　

覚
園
寺
に
お
け
る
調
査
並
び
に
挿
図
掲
載
に
つ
い
て
は
、
覚
園
寺
名

誉
ご
住
職
仲
田
昌
弘
師
、
現
ご
住
職
仲
田
順
昌
師
に
格
別
な
る
ご
配
慮

を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

 　

ま
た
、
掲
載
の
写
真
は
萩
原
哉
氏
の
撮
影
に
よ
っ
て
お
り
、
あ
わ
せ

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

今
井
雅
晴　

一
九
九
〇
「
北
条
義
時
と
寺
社
及
び
大
倉
薬
師
堂
の
草
創
（
下
）」

（『
鎌
倉
』
六
三
）

大
森
順
雄　

一
九
六
四
・
六
五
「
朝
祐
仏
師
考
・
覚
園
寺
造
立
並
に
修
造
次
第

（
一
）（
二
）」（『
鎌
倉
』
一
三
・
一
四
、
大
森
一
九
九
一
所
収
）

大
森
順
雄　

一
九
六
七
「
称
名
寺
律
祖
像
に
つ
い
て
―
四
分
律
宗
の
宋
風
導
入
と
造

塔
の
方
向
―
」（『
金
沢
文
庫
研
究
一
三
六
』）

大
森
順
雄　

一
九
七
〇
「
鎌
倉
に
於
け
る
宋
風
伽
藍
の
一
類
型
－
覚
園
寺
仏
殿
〔
現

薬
師
堂
〕
に
つ
い
て
―
」（『
鎌
倉
』
一
九
、
大
森
一
九
九
一
所
収
）

大
森
順
雄　

一
九
九
一
『
覚
園
寺
と
鎌
倉
律
宗
の
研
究
』（
有
隣
堂
、
大
森
一
九
九

一
所
収
）

田
中
知
佐
子　

二
〇
〇
八
「
建
長
寺
伽
藍
神
像
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
中
国
風
伽
藍
神

像
の
系
譜
か
ら
―
」（『
仏
教
芸
術
』
三
〇
一
）

三
山　

進　

一
九
八
一
ａ
「
仏
師
朝
祐
考
」（『
神
奈
川
県
史
研
究
』
四
三
）

三
山　

進　

一
九
八
一
ｂ
「
覚
園
寺
薬
師
三
尊
像
考
―
中
尊
の
造
立
年
代
を
中
心

に
―
」（『
鎌
倉
彫
刻
史
論
考
』
有
隣
堂
）

山
田
泰
弘　

一
九
七
四
「
覚
園
寺
の
肖
像
彫
刻
」（『
鎌
倉
』
二
二
）

鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
編
さ
ん
委
員
会
編
『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
』
書
跡
・

絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
篇
（
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）

『
鎌
倉
の
在
銘
彫
刻
Ⅱ
』（
一
九
八
六
年
、
鎌
倉
国
宝
館
、
執
筆
は
山
田
泰
弘
氏
）

『
鎌
倉
の
肖
像
彫
刻
』（
一
九
六
一
年
、
鎌
倉
国
宝
館
、
執
筆
は
渋
江
二
郎
氏
）

『
特
別
展　

覚
園
寺
―
開
山
心
慧
智
海
七
百
年
忌
記
念
―
』（
二
〇
〇
五
年
、
鎌
倉

国
宝
館
）

注（
１
）　

こ
れ
ま
で
諸
像
を
取
り
上
げ
た
論
考
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

『
鎌
倉
の
肖
像
彫
刻
』（
一
九
六
一
年
、
鎌
倉
国
宝
館
、
執
筆
は
渋
江
二
郎

氏
）

　
　
　

大
森
順
雄
「
朝
祐
仏
師
考
・
覚
園
寺
造
立
並
に
修
造
次
第
（
一
）（
二
）」

（『
鎌
倉
』
一
三
・
一
四
、
一
九
六
四
・
六
五
年
、
大
森
一
九
九
一
所
収
）

　
　
　

大
森
順
雄
「
鎌
倉
に
於
け
る
宋
風
伽
藍
の
一
類
型
―
覚
園
寺
仏
殿
〔
現
薬
師

堂
〕
に
つ
い
て
―
」（『
鎌
倉
』
一
九
、
一
九
七
〇
年
、
大
森
一
九
九
一
所
収
）

　
　
　

山
田
泰
弘
「
覚
園
寺
の
肖
像
彫
刻
」（『
鎌
倉
』
二
二
、
一
九
七
四
年
）

　
　
　

鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
編
さ
ん
委
員
会
編
『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
』

書
跡
・
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
篇
（
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）

　
　
　

『
鎌
倉
の
在
銘
彫
刻
Ⅱ
』（
一
九
八
六
年
、
鎌
倉
国
宝
館
、
執
筆
は
山
田
泰
弘

氏
）

　
　
　

大
森
順
雄　

『
覚
園
寺
と
鎌
倉
律
宗
の
研
究
』（
一
九
九
一
年
、
有
隣
堂
）

　
　
　

『
特
別
展　

覚
園
寺
―
開
山
心
慧
智
海
七
百
年
忌
記
念
―
』（
二
〇
〇
五
年
、

鎌
倉
国
宝
館
）

（
２
）　

実
査
は
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
一
日
・
十
八
日
に
、
明
珍
素
也
、
萩
原

哉
、
宮
原
琴
海
の
諸
氏
と
共
に
行
っ
た
。

（
３
）　

願
行
像
は
頭
部
が
後
補
と
考
え
ら
れ
、
体
部
の
保
存
状
態
も
よ
く
な
い
の
で

判
断
し
づ
ら
い
が
、
体
部
の
バ
ラ
ン
ス
・
奥
行
き
や
着
衣
表
現
な
ど
は
大
き
く

異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
お
お
む
ね
同
じ
頃
の
作
と
み
て
お
く
。
し
か
し
、
像

表
面
の
状
態
は
他
の
諸
像
と
大
き
く
違
う
の
で
、
異
な
る
環
境
に
伝
来
し
た
と

推
定
さ
れ
る
。

（
４
）　

例
え
ば
、
以
下
の
論
考
が
あ
る
。

　
　
　

大
森
順
雄
「
覚
園
寺
々
史
」（『
か
な
が
わ
文
化
財
』
二
五　

一
九
六
一
年
）

　
　
　

『
鎌
倉
市
史
』
社
寺
編
第
三
版
（
一
九
七
二
年　

鎌
倉
市
）

　
　
　

大
森
順
雄
「
覚
園
寺
史
」（『
覚
園
寺
』　

一
九
七
五
年　

覚
園
寺
）

　
　
　

『
特
別
展　

覚
園
寺
』（
二
〇
〇
五
年　

鎌
倉
国
宝
館
）

（
５
）　

覚
園
寺
文
書
。『
鎌
倉
市
史
』
史
料
編
第
一
（
一
九
五
八
年　

鎌
倉
市
）
の
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五
一
八
。

（
６
）　

覚
園
寺
文
書
。『
鎌
倉
市
史
』
史
料
編
第
一
（
一
九
五
八
年　

鎌
倉
市
）
の

四
八
二
。

（
７
）　

覚
園
寺
文
書
。『
鎌
倉
市
史
』
史
料
編
第
一
（
一
九
五
八
年　

鎌
倉
市
）
の

四
八
四
。

（
８
）　

覚
園
寺
文
書
。『
鎌
倉
市
史
』
史
料
編
第
一
（
一
九
五
八
年　

鎌
倉
市
）
の

四
九
二
。

（
９
）　

覚
園
寺
文
書
。『
鎌
倉
市
史
』
史
料
編
第
一
（
一
九
五
八
年　

鎌
倉
市
）
の

五
〇
九
。

（
10
）　

覚
園
寺
文
書
。『
鎌
倉
市
史
』
史
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一
（
一
九
五
八
年　

鎌
倉
市
）
の

五
一
九
。

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
よ
る
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
）「
中
世
・
近

世
の
肖
像
彫
刻
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号
１
８
Ｋ
０
０
１
６
５
、
研
究

代
表
者
：
塩
澤
寬
樹
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 4445



同　頭部正面 智海心慧上人坐像　全身正面

同　右斜側面 同　左側面

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 4647



同　頭部正面 南山道宣律師坐像　全身正面

同　右斜側面 同　左側面

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 4647



同　頭部正面 大智元照律師坐像　全身正面

同　右斜側面 同　左側面

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 4849



同　頭部正面 俊芿律師坐像　全身正面

同　右斜側面 同　左側面

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 4849



同　頭部正面 願行上人坐像　全身正面

同　右斜側面 同　左側面

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 5051



同　頭部正面 伝修利菩薩倚像（張大帝）　全身正面

同　右斜側面 同　左側面

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 5051



同　頭部正面 伝大権菩薩像（大権修利または招宝七郎）　全身正面

同　右斜側面 同　左側面

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 5253



同　頭部正面 伝太帝菩薩像（太白龍王か）　全身正面

同　右斜側面 同　左側面

塩澤・内川：鎌倉・覚園寺の祖師像及び伽藍神像について 群馬県立女子大学紀要　第43号 5253




